
















 

はじめに 

われわれは,昭和 49 年度に,東葛地区の 3ケ所の精神衛生相談機関(国立精神衛

生研究所,国立国府台病院,千葉県柏児童相談所)を訪れた,2 才～6 才の松戸市

在住幼児 160 名の実態を報告したが,その主訴のうち過半数を占めたのは,言語

発達に関する問題であった。また,松戸保健所,柏保健所における 3才児健診で

も,もっとも多い訴えは,言語発達遅滞であった。 


